
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川西市地域分権推進事業 ニュースレター 

第１回地域夢・未来カフェ in加茂 

 地域分権制度の検討の一環として、地域課題の

解決に向けた具体的な活動案を考えながら、地域

分権制度についての意見をいただくため「第 1回

地域夢・未来カフェ in 加茂」が開催されました。 

日時：2012年 11月 22日（木）19:00～21:00 

場所：加茂ふれあい会館 

参加人数：市民 13名＋市WGメンバー2名 

当日のスケジュール 

19:00 開会、あいさつ（総合政策部長） 

19:05 地域分権制度の全体概要について 

19:20 フォーラム及びテーブルワークの概要について 

19:40 イントロ（川西クイズ） 

19:45 テーブルワーク①『地域の課題について』 

20:15 テーブルワーク②『実現に向けた取組について』 

21:00 閉会 

あいさつ・地域分権制度の全体概要について 

フォーラム及びテーブルワークの概要について 

 

 総合政策部の本荘部長からのあいさつの後、地域分権制度の構築に向けての説明

がありました。地域分権が推進される社会的背景や必要性、制度の概要とともに、

今年度策定される第5次川西市総合計画における地域別構想の位置づけについても

触れられました。 

 また、これから 3回にわたり開催される地域夢・未来カフェの目的や昨年度実施

された地域別懇談会との関係などについても説明がありました。 

 

 キックオフイベントとして 9 月 15 日に開催された「かわにし夢・未来フォーラ

ム」の報告がありました。地縁型組織と NPO やボランティアなどのテーマ型組織

の連携の必要性、面識社会の回復の重要性、市職員の果たすべき役割などについて

の意見交換が行われたとの説明がありました。 

 次に、カフェでのテーブルワークの方法についての説明がありました。まず、昨

年度実施された懇談会の結果をふりかえり、「地域の課題」や「地域のありたい姿

を実現するための取組」の内容を共有しました。その上で、2 種類の色のシールを

使って投票しながら、特に重要な課題や取組をみんなで議論し、検討していくとい

う流れの説明がありました。 

 テーブルワークに入る直前には、イントロダクションとして、日本全体や川西市

の状況についてのクイズが出題されました。 

01 

地域分権制度とは 

市の持続的な発展を図っていくためには、行政の力だけでは限界があります。

そこで、これまで行政が主導して担ってきた地域の課題に対し、地域住民自らが

その解決にあたるために、一定の権限や財源を地域へ移譲する制度です。 

資料１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

◆地域の課題について（重要だと思う課題を 1人 3点選ぶ） 

地域の課題 点数 地域の課題 点数 

●近所づきあいの関係づくり 12 ●子どもが元気に育つ環境 7 

●自治会活動の活発化 9 ●生活の中の安全・交通安全 2 

●自治会役員のための人材の確保 9 ●その他 1 

●高齢者の見守り 2   

●追加された主な意見 

・公園（20～30人） ・子どもがいない（近所づきあいがない） ・共かせぎ（近所づきあいがない） ・地域よりも趣味のつきあいがふえている 

・多年齢の子どものつきあいが昔はあった ・ひとり暮らしの世帯が多い ・知らない人に声をかけられると怖い ・旧住民と新住民の交流がしにくい  

・高齢者の活動の場はある（グラウンドゴルフなど） ・入れない側はなぜ入らない？かを考えてみたい ・最近の住宅、特にマンション（戸建でも） 

・まず地域であいさつする⇒顔を覚える、あいさつするきっかけがない ・井戸端会議が少ない…。 ・子どもがまちや路上で遊ぶことも近所づきあいの 1つ 

・子どもが動き回る場がない!! ・もっとまちをにぎやかにしていくこと ・地域で維持管理していくことが進むと意識は大きくなる  

・自治会のメリットは何かをつい考えてしまう ・個人でできること地域でできることからメリットを考えてみる ・メリット、意義としては災害時の対応など 

 

◆地域のありたい姿を実現するための取組について（重要だと思う取組を 1人 5点選ぶ） ※0点の項目は削除 

実現に向けた取組 点数 実現に向けた取組 点数 

●イチジクや桃、遺跡など自慢できる資源を大切にする ＜10＞ 

加茂遺跡を含め紹介する標識をつくる 6 最明寺川をきれいにする 3 

最明寺川堤防散歩ロードをつくる 1   

●人情味があふれ笑顔で暮らせる地域をつくっていく ＜7＞ 

見守り、声がけで安全な街づくり 5 向こう三軒両隣を意識する 1 

親睦バス旅行で３世代の交流を図る 1   

●地域の祭りや伝統を大切にし多くの人が参加する ＜8＞ 

盆踊り大会を地域全体のものにする 4 鴨神社の夏祭り、秋祭りを大切にする 4 

●高齢者も子どもも元気で、世代を超えて交流できる ＜9＞ 

各自治会に飲食可能な集会所を設ける 2 元気な高齢者が自由に集まれる場所を設ける。喫茶店、飲食店 1 

地域の飲み会を増やす⇒役員候補掘り起し 1 公園を増やす 4 

階段を設置して、子どもが遊べる最明寺川にする 1   

●若い人が入ってくる、魅力的な地域にする ＜7＞ 

蛍を育て増やすプロジェクト 4 公園、グラウンドの清掃 2 

犬の散歩で訪れる人を見たら、必ずあいさつをする。犬フンのない遊歩道にする 1 

●追加された主な意見 

・加茂のヒメボタル ・加茂のホタル観察会（地域のツアー）（3） ・新しく入居した人に加茂の歴史をしってもらう・PR（加茂遺跡など）（2） 

・まず地域でのあいさつ⇒顔を覚える、あいさつをする、きっかけづくり ・公園使いやすいよう地域で考える（1）  

・散歩に不可欠なトイレ・散歩道に!!（最明寺川）（2） ・空き家とやり上げ、子どもの遊ぶ場にしていく!!（空地があれば）（2）  

・空き家と高齢者の集まる場に!!  ・空き家を地域の交流の場として活用!!（1） ・観察会・勉強会…いろんな会をもつ（3） 

・若い人に地域のよいところを PR ・子どもと大人が交流する場をつくる（2） ・人材をコーディネートするしくみをつくる ・地域の人材を発掘する  

・現代版の寺子屋をつくる ・にこにこ会（赤ちゃん交流会をボランティアで取り組んでいる） 

・地域と学校の連携がうまくいっている（安全面・環境整備・学習環境）（2） ・加茂遺跡に住んでいる！⇒語れるボランティアの育成（7） ・ラジオ体操（1） 
 

テーブルワーク 

  後半は、まず 2 つのグループに分かれてテーブルワークを行

い、さまざまな意見を出した後に、全体で特に重要な課題と取組

を投票し合いました。地域のつながりや交流については、課題と

取組両方で重要度が高くなっており、地域のお祭や環境など、地

域資源に関するものは取組で高くなっています。 


